
　

師
走
に
入
り
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一ひ

と
つ
き月

ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
が
、
宝
蔵
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か

ら
、
宇
治
別
格
本
山
の
諸
活
動
に
お
き
ま
し
て
、
ご

協
力
と
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
一
年
間
は
、昨
年
か
ら
続
い
て
お
り
ま
す〝
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
〟
に
よ
る
感
染
の
拡
大
の
影
響

で
、人
類
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、世
界
全
体
で

多
く
の
方
が
感
染
し
て
、
現
在
約
二
億
五
千
六
百
万

人
以
上
の
方
が
感
染
し
、
ま
た
五
百
十
四
万
人
を
超

え
る
方
が
な
く
な
ら
れ
る
と
い
う
歴
史
始
ま
っ
て
以

来
の
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
当
宇
治
別
格
本

山
に
お
き
ま

し
て
は
、
練

成
会
を
始
め
、

八
月
に
予
定

さ
れ
て
い
ま

し
た
、
盂
蘭

盆
供
養
大
祭

も
昨
年
に
引

き
続
き
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
か
ら
新
年

に
か
け
て
、
感
染
拡
大
の
〝
第
六
波
〟
も
懸
念
さ
れ

て
お
り
ま
し
て
、
毎
年
恒
例
の
年
始
に
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
「
宝
蔵
神
社
新
年
祭
」
は
、
前
回
と
同
じ

く
〝
無
参
列
〟
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様

方
に
は
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、
日
々
の
生
活
が
困
難
な

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
様
な
と
き
こ
そ
、

真
理
の
生
活
に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。『
万
物
調
和
六
章
経
』
の
中
で
〝
天
下
無
敵

と
な
る
祈
り
〟
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中

で
「
・
・
・
す
べ
て
の
も
の
は
自
分
の
生
命
の
兄
弟

姉
妹
で
あ
り
、
自
分
の
生
命
の
分
か
れ
で
あ
り
、
自

分
と
一
体
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
称
し
て
〝
自
他
一

体
〟
と
称
す
る
の
で
あ
る
。」
と
示
さ
れ
て
、全
て
の

動
物
、
植
物
な
ど
の
全
て
の
生
物
の
命
は
自
分
と
一

体
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
続
い
て
「
・
・
・

い
か
な
る
細
菌
も
真
菌
も
ウ
ィ
ー
ル
ス
も
、
す
べ
て

生
あ
る
も
の
は
、
神
の
命
を
宿
し

（
次
頁
に
続
く
）

二
〇
二
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 
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て
こ
の
世
に
出
現
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
神

の
子
で
あ
る
私
を
害
す
る
こ
と
は
決
し
て
な

い
の
で
あ
る
。」
と
書
か
れ
て
お
り
、さ
ら
に

「
宇
宙
の
一
切
の
生
命
は
、
唯
ひ
と
つ
の
神

の
生
命
に
生
か
さ
れ
、
唯
ひ
と
つ
の
神
の
智

慧
に
支
配
さ
れ
、
導
か
れ
て
い
る
・
・
」
と

し
め
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
・
・
も
し

細
菌
、
真
菌
、
ウ
ィ
ー
ル
ス
等
に
て
病
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
分
の

心
に
何
か
不
調
和
が
存
在
し
、
天
地
一
切
の

も
の
と
和
解
し
て
い
な
い
事
が
あ
る
の
が
影

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ

て
・
・
」
と
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。〝
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
〟
に
よ
る
混
乱
は
世
界
規

模
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
歴
史
に
お
け
る
人
類
全
体
の
意
識
の

中
で
何
ら
か
の
不
調
和
の
心
が
合
わ
さ
っ
て
、

そ
の
心
が
原
因
と
な
っ
て
発
生
し
て
い
る
の

す
。「
宇
治
別

格
本
山
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」

か
ら
、「
申
込

フ
ォ
ー
ム
」

で
送
信
、
支

払
い
を
「
ペ

イ
パ
ル
」
で
行
い
ま
す
と
、
早
め
に
「
神
癒

人
型
」
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
神
想
観
に
つ
い
て
で
す
が
、
入
龍

宮
と
い
う
の
は
龍
宮
に
入
る
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
龍
宮
と
は
海
（
生
み
）
の
底
、一
切
の

も
の
を
神
様
が
生
み
出
し
給
う
と
こ
ろ
の
底
、

生
長
の
家
で
い
う
実
相
の
世
界
で
す
。〝
神
癒

の
社
〟
と
は
、『
古
事
記
』
に
目
無
堅
間
（
め

な
し
か
つ
ま
）
の
小
船
（
お
ぶ
ね
）
に
乗
っ

　

合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
か

ら
奉
納
さ
れ
ま
し
た
写
経
を
神
癒
の
社
入
龍

宮
幽
斎
殿
か
ら
写
経
奉
安
礼
拝
殿
へ
奉
安
致

し
ま
す
「
写
経
奉
安
式
」
が
、十
二
月
九
日
に

行
わ
れ
ま
す
。
奉
納
写
経
、
約
九
千
巻
、
こ

れ
よ
り
十
年
間
奉
安
さ
れ
、
写
経
祈
願
成
就

の
讃
歌
・
聖
経
読
誦
と
写
経
祝
福
祈
念
が
続

け
ら
れ
ま
す
。「
奉
納
写
経
」の
素
晴
ら
し
さ

は
、
願
い
事
を
書
い
て
、
真
理
の
言
葉
を
書

き
写
し
、
奉
納
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
写

経
祈
願
成
就
の
体
験
は
情
報
誌
『
宝
蔵
』
と

「
宇
治
別
格
本
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」に
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
書
初
め
」
の
郵
送
受
付
が
十
二

月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
来
年
一
月

三
十
一
日
迄
行
い
ま
す
。
申
込
書
を
同
封
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
申
込
み
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
神
癒
祈
願
で
す
が
、
神
癒
祈
願
は
実

相
円
満
の
自
覚
と
感
謝
に
よ
っ
て
神
癒
が
行

わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
宇
治
別
格

本
山
神
癒
祈
願
課
か
ら「
神
癒
人
型
」を
お
送

り
し
て
お
り
ま
す
。
お
申
込
み
に
関
し
ま
し

て
は「
ペ
イ
パ
ル
」の
利
用
が
増
え
て
お
り
ま

で
は
と
感
じ
ま
す
。し
た
が
っ
て
、こ
の
事
態

は
観
世
音
菩
薩
の
慈
悲
の
説
法
で
あ
る
と
と

ら
え
ま
し
て
、
日
々
神
想
観
の
実
習
を
行
っ

て
神
の
叡
智
に
心
を
合
わ
せ
、
自
他
一
体
の

真
理
に
目
覚
め
、
ま
た
聖
典
、
聖
経
、
賛
歌

の
読
誦
を
行
っ
て
祈
り
を
深
め
日
常
生
活
を

整
え
て
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
を
祈
念
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

すでに子供の中にある“神の生命” を拝み出せ

神
癒
の
社 

入
龍
宮
幽
斎
殿

 

写
経
奉
安
式
が
行
わ
れ
ま
す

随想
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り
も
な
い
と
こ
ろ
の
、
空
な
る
、
無
な
る
心

境
に
な
っ
て
実
相
世
界
か
ら
直
通
し
て
、
曇

り
も
、
屈
折
も
な
く
な
る
と
、
直
接
実
相
世

界
が
現
象
世
界
に
現
わ
れ
る
。
そ
の
境
目
の

レ
ン
ズ
に
な
る
と
こ
ろ
の
〝
社
〟
が
、
こ
の

〝
神
癒
の
社
〟で
す
。
神
想
観
を
実
修
す
る
た

め
に
〝
神
癒
の
社
入
龍
宮
幽
斎
殿
〟
は
昭
和

四
十
六
年
に
落
慶
致
し
ま
し
た
。

本
来
な
ら
引
き
こ
も
り
に
な
っ
て
い
た
か
も

知
れ
な
い
と
こ
ろ
を
、
自
分
が
何
故
こ
の
日

を
選
ん
で
い
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
絶

妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

　

今
日
を
忘
れ
ず
、
先
ず
こ
こ
で
大
切
に
し

た
い
こ
と
は
感
謝
の
生
活
を
送
り
、
当
た
り

前
に
感
謝
す
る
こ
と
、
す
る
と
自
分
か
ら
周

り
、
周
り
か
ら
自
分
を
見
る
目
が
変
わ
る
と

い
う
こ
と
が
信
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宇
治
に
来
る
ま
で
暗
い
私
で
し
た
が
「
光

が
闇
を
消
す
」
よ
う
に
、
今
日
参
加
出
来
て

よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
来
月
も
参
加
し
ま
す
。

て
龍
宮
へ
道
案
内
さ
れ
る
神
話
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
目
無
堅
間
に
あ
た
る
の
が
〝
神
癒

の
社
〟
で
す
。
そ
の
目
無
堅
間
の
小
船
に
乗

れ
ば
、
龍
宮
海
に
入
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
目
無
と
い
う
の
は
、
時
間
の
目
盛
が

な
い
と
い
う
こ
と
、
堅
間
と
い
う
の
は
堅
い

間
と
書
き
ま
す
が
堅
く
空
間
が
詰
っ
て
い
る

の
で
無
空
間
と
い
う
こ
と
で
、
時
間
の
流
れ

な
く
、
空
間
の
広
が
り
な
く
、
無
の
一
点
に

こ
れ
は
存
在
し
ま
す
。
無
の
一
点
と
い
う
と

実
相
世
界
の
時
間
と
空
間
と
を
超
え
た
世
界

が
現
象
界
に
展
開
し
て
来
る
と
こ
ろ
の
、
レ

ン
ズ
の
中
心
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
、
実
相
の
世
界
か
ら
現
象
世
界
に
展
開
し

て
来
る
、
そ
の
レ
ン
ズ
の
と
こ
ろ
が
曇
っ
て

い
る
と
、
現
象
世
界
と
い
う
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
っ
て
来
る
姿
が
、
曇
っ
た
姿
、
即
ち
、
不

幸
、
災
難
、
病
気
と
い
う
よ
う
な
状
態
が
現

わ
れ
て
来
る
の
で
す
が
、
そ
の
心
の
レ
ン
ズ

が
無
空
間
、
無
時
間
の
、
ど
ん
な
引
っ
か
か

　

講
話
が
再
開
さ
れ
、
嬉
し
く
喜
ん
で
参
加

し
ま
し
た
。

　

清
水
講
師
の
「
周
り
の
人
は
自
分
そ
の
も

の
。
す
べ
て
は
自
分
か
ら
発
し
て
い
る
」
と

の
お
話
。
丁
度
最
近
実
感
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
言
葉
が
き
つ
い
主
人
に
対
し

て
、
い
つ
も
〝
ど
う
し
て
あ
ん
な
言
い
方
を

す
る
の
だ
ろ
う
〟
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
あ
る
事
を
き
っ
か
け
に
〝
や
っ
ぱ
り
主
人

は
す
ご
い
な
〟
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
う

な
る
と
主
人
の
立
場
に
立
っ
て
、
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。〝
私
が
主
人
を
裁
い

て
い
た
の
だ
な
あ
〟
と
気

　

本
年
度
三
回
目
の
参
加
と
な
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。	

　

実
は
参
加
す
る
前
日
の
昼
、
私
は
社
内
昇

格
試
験
の
結
果
が
不
合
格
と
わ
か
り
、
心
が

か
な
り
沈
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
事
実

を
受
け
止
め
な
が
ら
参
加
し
た
講
話
の
中

で
「
何
か
が
あ
っ
た
ら
困
る
」
の
で
は
な
く

「
何
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
！
」
の
信
仰
を
持
つ

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
不

合
格
も
明
る
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

幸福は、人に与えれば自分に返ってくる

Ｄ
．
Ａ   

（
40
代
）〈
男
性
〉

（
６
頁
に
続
く
）

「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話
」
体
験
感
想
文

Ｓ
．
Ｗ   

（
60
代
）〈
女
性
〉
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10:10～11:00 開会の祈り・本当にあるものとは 岡田　浩二 理想国へのご招待
11:15～12:00 嬉しい楽しい神想観 長田　忍 理想国へのご招待、詳説神想観

12:00～13:00 昼食・休憩（12:45分より希望者のみ、　　　　　　経本「大自然讃歌」一斉読誦） (岡田　浩二） 昼食希望の方はご予約ください

13:00～13:50 悦びの座談会 清水　志郎
14:00～14:50 神様に悦ばれる生き方・閉会の祈り 榎本　一子 理想国へのご招待

10:10～11:00 開会の祈り・どんな境遇も魂を磨くための砥石 長田　忍 理想国へのご招待
11:15～12:00 繁栄は感謝から始まる 清水　志郎 理想国へのご招待

12:00～13:00 昼食・休憩（12:45分より希望者のみ、　　　　　　経本「大自然讃歌」一斉読誦） (長田　忍） 昼食希望の方はご予約ください

13:00～13:45 光に向かって伸びよう 榎本　一子 理想国へのご招待
14:00～14:50 輝く未来が待っている・閉会の祈り 岡田　浩二 理想国へのご招待

10:00～11:00 世界規模感染症物故者追悼慰霊祭 自然災害物故者慰霊塔前
11:15～12:00 開会の祈り・相手の実相を拝みましょう 岡田　浩二 日々の祈り

12:00～13:00 昼食・休憩（12:45分より希望者のみ、　　　　　　経本「大自然讃歌」一斉読誦） (清水　志郎） 昼食希望の方はご予約ください

13:00～13:50 相手は神より与えられた愛の対象 榎本　一子
14:00～14:50 愛と賛嘆の言葉を雨降らせよう 清水　志郎 日々の祈り
14:50～15:20 実相円満誦行・閉会の祈り 岡田　浩二 新しい文明を築こう・中巻

10:10～11:00 開会の祈り・人間は霊的実在である 榎本　一子 日々の祈り
11:15～12:00 悦びの先祖・流産児供養 岡田　浩二 日々の祈り

12:00～13:00 昼食・休憩（12:45分より希望者のみ、　　　　　　経本「大自然讃歌」一斉読誦） (榎本　一子) 昼食希望の方はご予約ください

13:00～13:45 神・先祖・父母に生かされて 長田　忍 日々の祈り
14:00～14:50 袖触れ合うも多生の縁・閉会の祈り 清水　志郎 日々の祈り

10:10～11:00 天分を生きる幸せ 清水　志郎 森の日ぐらし、生活の智慧365章
11:15～12:00 結び合い、生長し合うこと 岡田　浩二 森の日ぐらし、生活の智慧365章

12:00～13:00 昼食・休憩（12:45分より希望者のみ、　　　　　　経本「大自然讃歌」一斉読誦） (岡田　浩二) 昼食希望の方はご予約ください

13:00～13:50 悦びの座談会 長田　忍
14:00～14:50 女性が一番輝くとき・閉会の祈り 榎本　一子 森の日ぐらし、生活の智慧365章

10:10～11:00 開会の祈り・想念は意志よりも強い 長田　忍 森の日ぐらし、生活の智慧365章
11:15～12:00 神の御声を聴くには 榎本　一子 森の日ぐらし、生活の智慧365章

12:00～13:00 昼食・休憩（12:45分より希望者のみ、　　　　　　経本「大自然讃歌」一斉読誦） (榎本　一子) 昼食希望の方はご予約ください

13:00～13:45 神の子を生きる 清水　志郎 森の日ぐらし、生活の智慧365章
14:00～14:50 吾れ祈れば天地応う 岡田　浩二 森の日ぐらし、人間苦の解放宣言
14:50～15:20 祈り合いの神想観 実修・閉会の祈り 岡田　浩二 新しい文明を築こう・中巻

10:10～11:00 開会の祈り・愛とは自他一帯の自覚 榎本　一子 神と偕に生きる真理365章
11:15～12:00 魂の悦びは愛より来たる 清水　志郎 神と偕に生きる真理365章

12:00～13:00 昼食・休憩（12:45分より希望者のみ、　　　　　　経本「大自然讃歌」一斉読誦） (長田　忍）
昼食希望の方は弁当をご予約ください。
(食堂休業日となりますので、2日前までに予約
 しなければご用意できません）

13:00～13:50 悦びの座談会 岡田　浩二
14:00～14:50 愛行こそ我が使命・閉会の祈り 長田　忍 神と偕に生きる真理365章

10:10～11:00 開会の祈り・罪本来なし 榎本　一子 神と偕に生きる真理365章
11:15～12:00 浄心行について 岡田　浩二 神と偕に生きる真理365章、人間苦の解放宣言

12:00～13:00 浄心行用紙記載・昼食・休憩
昼食希望の方は弁当をご予約ください。
(食堂休業日となりますので、2日前までに予約
 しなければご用意できません）

13:00～13:45 お父さんお母さんに感謝しよう 長田　忍 神と偕に生きる真理365章

13:50～14:50 大浄心のための「浄心行」実修・閉会の祈り 清水　志郎 聖経「甘露の法雨」、万物調和六章経
聖歌歌詞集

※25，26日は食堂が休業日となります。共に2日前までに弁当を予約しておかなければ昼食を用意することができませんので
　ご注意ください。よろしくお願い致します。

26日 日

18日 土

25日 土

19日 日

4日 土

5日 日

12日 日

11日 土

12月16日午後3時30より「先祖・流産児供養祭」が執り行われます。記載した霊牌を奉納金１柱100円以上を添えて現金書留にてお送りくだされば、
宝蔵神社霊殿に奉安されます（〆切は13日必着）。「先祖・流産児供養祭」はFacebook投稿からライブ配信いたします。ぜひご覧ください。

会場 大講堂 講話のテーマ&行  講 師 テキスト日時

「執着の愛」で、自然の一部だけを愛するな

ご先祖と共に悦びの一日講話  12 月講話プログラム

聴講希望者30名迄は三密を避け感染防止対策を行った上、参加出来るようにする。（会場は人数に応じて使用する）

宝　　蔵 No.84
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会場での講話聴講に是非お越しください

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。（宿泊不可・事前予約制）
   ♦参加条件 (参加人数は先着 30 名 )

　・ワクチン接種 2 回目を終え、14 日以上経過した 65 歳以上の高齢者の方もご参加いただ

　　けます。

　・基礎疾患（糖尿病・心不全・呼吸器疾患（COPD 等）・透析を受けている方・免疫抑剤　

　　や抗がん剤を用いている方）をもった方は参加をご遠慮ください。

　 ・当日検温の体温が 37 度以上の方は参加をご遠慮ください。

   ・息苦しさ・咳・だるさ・軽い風邪症状等、当日体調不良の方は参加をご遠慮ください。

　 ・宿泊はできません。

   ・ご予約は、電話または Facebook・ホームページの申込みフォーム上で、参加日 2日前ま

　　 でにしてください。  

  ♦参加にあたっての注意事項

   ・本山内ではマスクの着用をしてください。（1枚 50 円で受付でも販売しています）。

   ・トイレ使用時は石鹸で手洗いをしてください。

   ・受付や会場・食堂・トイレ等の出入りの際は手のアルコール消毒をしてください。

   ・ソーシャルディスタンス（約 2ｍ）を守り身体的接触（ハグや握手）は避けてください。

   ・注意事項を守っていただけない方はお断りいたします。

　♦受付時

   ・申込み用紙の体調記入欄を必ずご記入ください。

　♦会場内での注意事項

     ・座席はソーシャルディスタンスを保ち、椅子の移動はご遠慮ください。

   ・至近距離での会話、大声での会話はしないでください。

   ・飲食はご遠慮ください。

　♦食堂使用時の注意事項（昼食利用の方は事前にご予約ください）

   ・マイ箸・マイボトル・ハンカチをご持参ください。

   ・1 テーブルに 1名ずつ座り、皆、同じ方向を向いて食事をしてください。

   ・食堂内での会話はしないでください（黙食）。

　♦お申込み方法（締切：参加日 2日前まで）

　 ・電話 0774-21-2153（練成部）または Facebook かホームページの

　　申込みフォーム にて、お名前・県名・電話番号・生年月日・

　　参加ご希望日（別紙参照）をお伝えください。　　 　

　♦奉納金（昼食代は別途要／ご随意）

     大人・・・1,500 円／子供（3歳〜 12 歳）・・・750 円

家庭のよさは、和やかな愛の雰囲気にある

宝　　蔵令和３年12月１日
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四
十
五
分
間
で

し
た
。

　

二
時
か
ら
命

日
供
養
祭
に
参

加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
感

謝
い
っ
ぱ
い
で
供
養
祭
に
行
き
感
謝
の
お
聖

経
を
誦
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
に
感
謝
で
す
。愛
を

深
め
、
感
謝
を
深
め
、
神
・
自
然
・
人
間
大
調

和
の
世
界
を
明
る
く
精
進
致
し
ま
す
。素
晴
ら

し
い
御
講
話
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
「
あ
な
た
の
人
生
に
微
笑
み
か
け

よ
」
の
テ
ー
マ
で
御
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
実
践
す
る
こ
と
、
実
感

体
験
、
違
い
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
と
て
も

具
体
的
に
わ
か
り
易
く
お
話
い
た
だ
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
は
素
晴
ら
し
い
御
講
話
を
受
講
さ
せ

て
い
た
だ
き
神
様
、
御
先
祖
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
年
振
り
に
宇
治
に
来
る
こ
と
が
出
来
て

練
成
部
の
講
師
の
方
々
の
御
講
話
を
拝
聴
出

来
た
こ
と
に
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
朝
の
祈
り
の
オ
ン
ラ
イ

が
つ
き
ま
し
た
。
主
人
の

き
つ
い
言
葉
は
私
か
ら
発
し
て
い
た
の
で
す
。

私
が
心
を
変
え
る
と
主
人
の
言
葉
も
最
近
は

優
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

宇
治
へ
向
か
う
電
車
の
中
で
、『
生
命
の
實

相
』
第
十
八
巻
を
読
ん
で
い
た
の
で
す
が
、丁

度
私
と
同
じ
よ
う
に
ご
主
人
の
き
つ
い
言
葉

に
悩
ん
で
い
た
け
れ
ど
も
、
心
を
変
え
た
ら

優
し
く
な
っ
た
と
い
う
奥
様
の
お
話
が
あ
り
、

講
話
と
も
相
ま
っ
て
〝
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
〟

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

祈
り
に
つ
い
て
の
講
話
を
聴
い
て
、
今
ま

で
の
私
の
祈
り
は
懇
願
の
祈
り
に
な
り
が
ち

だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
三
人
の
講
師
の
お

話
を
通
じ
て
、
祈
る
と
き
は
問
題
に
対
す
る

不
安
な
ど
は
捨
て
去
り
、
完
全
な
る
実
相
・
実

在
を
祈
る
、
既
に
解
決
済
み
、
す
で
に
わ
が

願
い
成
就
せ
り
と
信
じ
て
、
感
謝
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

祈
る
と
き
は
正
し
い
祈
り
を
す
る
こ
と
、
何

度
も
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
で
き

る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
先
導
の
「
祈
り
合
い
の
神
想
観
」
も

素
晴
ら
し
く
、
神
の
み
心
と
わ
た
し
の
心
と

の
パ
イ
プ
の
錆
が
取
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

今
日
の
講
話
は
、
私
の
体
験
談
を
読
ん
で

く
だ
さ
っ
た
方
か
ら
人
生
相
談
を
受
け
、
私

の
我
の
心
で
答
え
て
も
申
し
訳
な
い
と
思
い
、

講
話
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

つ
い
問
題
解
決
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
只

相
手
を
拝
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
、

私
が
悦
び
で
話
し
た
こ
と
は
、
相
手
に
も
悦

び
で
伝
わ
る
と
思
い
ま
し
た
。
時
々
人
か
ら

相
談
を
う
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
問
題

解
決
で
な
く
拝
ま
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
え

ま
し
た
。
問
題
な
ど
相
談
さ
れ
た
と
き
に
、失

礼
の
な
い
よ
う
に
な
ど
と
思
っ
て
い
た
自
分

に
反
省
で
す
。

　

悦
び
し
か
な
い
し
、
問
題
は
神
様
が
解
決

し
て
く
だ
さ
る
と
思
え
ま
し
た
。
し
か
も
神

様
は
問
題
も
作
っ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
ナ
イ

で
す
ね
。
そ
れ
も
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
講
話
か
ら
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
の
心
境
に
ピ
ッ
タ
リ
の
御
講
話
で

し
た
。「
愛
を
深
め
る
。
感
謝
を
深
め
る
。
光

だ
か
ら
こ
こ
に
来
た
。」
嬉
し
く
て
感
動
の

人生は、自身が作曲し演奏する音楽である

Ｋ
．
Ｒ   

（
40
代
）〈
女
性
〉

Ｎ
．
Ｕ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

（
３
頁
か
ら
続
く
）

Ｙ
．
Ｓ   
（
70
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵 No.84
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ン
配
信
を
し
て
く
だ
さ
り
、
又
寄
せ
書
き
写

経
を
お
送
り
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
「
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
ら
宇
治

へ
行
き
た
い
な
ー
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、主
人

か
ら
「
宇
治
へ
行
こ
う
！
」
と
話
が
出
て
、と

て
も
う
れ
し
い
思
い
で
十
三
、十
四
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
世
の
中
が
色
々
と

変
化
し
て
い
く
中
で
、
宇
治
の
宝
蔵
神
社
、
講

師
の
皆
様
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
！
「
神

の
子
」「
実
相
円
満
完
全
」「
問
題
は
な
い
」
等

と
改
め
て
私
の
中
に
入
っ
て
き
て
、
嬉
し
い

気
持
ち
が
倍
増
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
ら
れ
た
こ
と
に
本
当
に

感
謝
で
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
講
話
が
聴
か
せ
て
い
た
だ
け

る
と
教
え
ら
れ
て
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
お
話
に
も
う
ぐ
っ
と

惹
き
つ
け
ら
れ
、
今
ま
で
の
迷
い
、
疑
問
が

一
気
に
解
消
さ
れ
、
ス
ッ
キ
リ
明
る
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
実
践
あ
る
の
み
、
自
分

を
毎
日
祝
福
し
て
い
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

も
う
十
年
に
も
な
り
ま
す
が
、
講
師
に
個

人
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
長
男
の
家
族
は
、

今
は
円
満
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
一
日
講
話
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

全
て
が
今
、
私
が
悩
ん
で
い
る
事
へ
の
神
様

か
ら
の
答
え
で
し
た
。
講
師
の
方
々
は
、
生

長
の
家
の
根
本
の
根
本
、
真
髄
を
説
い
て
く

　

お
電
話
で
個
人
指
導
い
た
だ
き
ま
し
て
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
娘
と
は
依
然
と
し

て
歯
車
が
か
み
合
わ
ず
、
い
つ
も
の
不
調
和

な
感
じ
は
お
互
い
に
直
ら
ず
、
私
自
身
を
責

め
て
お
り
ま
し
た
。
娘
は
と
う
と
う
私
の
言

葉
で
心
を
閉
ざ
し
、
無
言
を
決
め
込
ん
で
し

ま
い
、
い
つ
も
は
一
週
間
以
内
で
解
決
す
る

の
に
、長
引
い
て
い
ま
し
た
。
毎
日
胸
が
締
め

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
六

月
の
ご
指
導
の
時
は
「
徹
底
し
て
愛
を
出
す

こ
と
」
と
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

七
月
に
は
、
先
祖
供
養
の
こ
と
で
ご
相
談

し
ま
し
た
と
こ
ろ
「
感
謝
の
供
養
」
と
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「『
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
』

を
一
日
一
万
回
、
出
来
た
ら
二
万
回
唱
え
る

こ
と
、そ
し
て
そ
れ
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
。
一
か

月
経
っ
た
ら
、
又
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
は
コ
ト
バ
を
変
え
る
練
習
で
す
。
自
分
の

人
生
を
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
娘

だ
と
感
謝
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
娘
さ

ん
を
変
え
る
た
め
で
は
な
い
」
と
。

　
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
一
万
回
を
目
指
し

て
カ
ウ
ン
ト
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
三
日

目
に
し
て
肩
こ
り
で
ダ
ウ
ン
、
三
日
間
寝
込

ん
で
し
ま
い
、
し
ば
ら
く
や
め
に
し
ま
し
た
。

友
達
に
言
っ
た
と
こ
ろ
、
自
分
も
や
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
、
ビ
ー
ズ
玉
の
輪
を
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
音
も
出
な
い
の
で
、
家

だ
さ
い
ま
し
た
。
短
い
時
間
の
中
で
、
神
様

は
し
っ
か
り
と
悟
ら
せ
て
く
だ
さ
り
、
講
師

の
皆
様
が
私
の
今
行
く
道
と
方
向
を
明
確
に

示
し
て
く
だ
い
ま
し
た
。

　

来
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。
心
か
ら
講
師
の
方
々
、
宇
治
別
格
本

山
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
又
来
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
時
期

に
し
っ
か
り
と
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

人生の道程に“本当の失敗” はない

Ｉ
．
Ｅ   

（
70
代
）〈
女
性
〉

Ｈ
．
Ｍ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

個
人
指
導
の
礼
状

Ｍ
．
Ｃ   

（
70
代
）〈
女
性
〉
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入
龍
宮
幽
斎
殿 

建
立
さ
れ
る

　

昭
和
四
十
二
年
、
谷
口
雅
春
先
生
は
『
生

長
の
家
』
誌
新
年
号
の
「
明
窓
浄
机
」
の
中

で
、
入
龍
宮
幽
斎
殿
を
建
立
す
る
こ
と
を
次

の
よ
う
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
昨
秋（
昭
和
四
十
年
）宝
蔵
神
社
の
大
祭
の

時
、
私
は
宇
治
本
山
の
山
頂
ま
で
上
が
っ
て
、

既
に
山
の
頂
き
が
切
り
崩
さ
れ
て
千
五
百
坪

ほ
ど
が
平
地
に
な
っ
て
い
る
有
様
を
見
、
実

に
そ
こ
が
崇
高
な
る
社
殿
を
建
立
す
る
の
に

最
も
適
当
な
顕
幽
相
応
の
地
で
あ
る
こ
と
を

見
た
の
で
あ
っ
た
。
あ
そ
こ
に
本
尊
殿
を
建

立
す
る
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
、
信
徒
の
熱

願
と
し
て
人
間
の
幸
福
を
願
う
よ
り
も
、
先

ず
神
を
正
面
に
顕
わ
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
人

間
の
幸
福
は
神
を
顕あ

ら
わ
せ彰
ば
そ
の
投
影
と
し
て

地
上
に
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に

今
迄
、
主
と
し
て
人
間
自
身
の
幸
福
ば
か
り

を
祈
っ
て
き
て
い
て
、
神
を
顕
彰
す
る
こ
と

を
忘
れ
て
い
た
か
ら
、
生
長
の
家
の
本
尊
神

宇治別格本山の

── 〈６〉歴　史

族
に
も
迷
惑
が
か
か
ら
ず
又
再
開
！
カ
ウ
ン

ト
器
は
外
へ
出
て
散
歩
し
な
が
ら
唱
え
る
と

き
に
使
い
ま
し
た
。

　

言
わ
れ
た
感
謝
唱
行
を
徹
底
し
て
始
め
ま

し
た
。
娘
の
こ
と
が
あ
る
か
ら
真
剣
に
や
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
現
象
は
消
え
て
い
く

姿
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
聖
典
を
読
み
、

C
D
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

気
が
つ
い
た
ら
二
十
年
以
上
笑
顔
を
見
せ

な
か
っ
た
息
子
が
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
主
人
も
結
婚
以
来
笑

わ
な
い
人
が
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
笑
い
顔
に
な

る
、
面
白
い
返
事
を
し
て
く
れ
る
、〝
こ
の
人

は
楽
し
い
ひ
と
だ
っ
た
の
だ
〟
と
分
か
っ
た

の
で
す
。

　

そ
し
て
、そ
の
日
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
主

人
の
八
十
二
才
の
誕
生
日
で
す
。「
お
祝
い
は

何
が
い
い
か
」
と
、尋
ね
る
と
「
う
な
ぎ
」
と

言
い
ま
し
た
。
家
で
う
な
丼
を
作
り
ま
し
た
。

娘
か
ら
は
高
級
ブ
ド
ウ
と
梨
、
一
流
洋
菓
子

店
の
ケ
ー
キ
と
ワ
イ
ン
、
そ
し
て
私
に
も
誕

生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
く
れ
ま
し
た
。
私
は
五

月
、
七
十
七
才
喜
寿
を
迎
え
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
を
遅
れ
は
し
ま
し
た
が
、
祝
っ
て
く
れ

た
の
で
す
。
娘
は
完
全
に
心
を
開
い
て
く
れ

ま
し
た
。
以
前
よ
り
一
層
素
晴
ら
し
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

私
は
只
々
早
く
半
身
を
見
つ
け
て
、
結
婚

し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
先
走
っ
て
い
ま
し

た
が
、
全
て
順
序
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
「
一
ヶ
月
経
っ
た
ら
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」

の
お
言
葉
が
気
に
な
り
、
何
か
結
果
報
告
を

し
な
く
て
は
・
・
・
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

電
話
し
て
も
講
師
は
何
度
か
不
在
で
、
報
告

す
る
と
き
は
そ
の
時
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
で
す
。
う
れ
し
い
変
化
が
起
こ
っ
た

の
は
・
・
・
・
。

　

感
謝
唱
行
は
神
様
と
波
長
を
合
わ
せ
る
最

短
の
行
だ
と
分
か
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
指
導
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

研修生募集中 !　教えを学ぶ最高の機会 !!
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た
る
（
住
吉
大
神
）
を
顕
彰
す
る
住
吉
神
社

を
山
頂
に
建
て
た
い
と
い
う
信
徒
の
盛
り
上

が
る
熱
情
で
設
計
図
ま
で
出
来
上
が
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
設
計
図
を
見

た
と
き
、
住
吉
神
社
を
神
社
形
式
の
神
殿
で

建
て
れ
ば
、
神
道
の
一
宗
派
み
た
い
な
形
に

な
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
ま
で

も
包
容
す
る
生
長
の
家
の
万
教
包
容
の
大
理

想
が
形
の
上
か
ら
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
、
改

め
て
設
計
の
再
考
を
依
頼
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
新
し
い
設
計
の
模
型
ま
で
で
き
た
と

こ
ろ
で
、
昭
和
四
十
一
年
の
八
月
の
生
長
の

家
最
高
首
脳
者
会
議
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
「
わ

が
神
殿
は
既
に
成
れ
り
、
名
づ
け
て
〝
生
命

の
実
相
〟
と
い
う
・
・
・
・
こ
の
神
は
宮
の
中

に
い
る
よ
う
な
神
で
は
な
い
。
神
殿
は
要
ら

ぬ
。
供
え
物
も
い
ら
ぬ
。〝
生
命
の
実
相
〟の

本
の
扉
を
開
く
こ
と
が
わ
が
神
殿
の
扉
を
開

く
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
神
示
が
あ

る
の
で
、
本
尊
を
祀
っ
て
拝
ん
で
拝
み
倒
し

て
ご
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
よ
う
な
神
様
が
、

生
長
の
家
大

神
で
は
な
い

か
ら
、
拝
む

た
め
の
本
尊

殿
を
造
る
よ

う
な
こ
と
は
、

信
者
に
誤
解
を
招
き
、
世
間
か
ら
生
長
の
家

も
と
う
と
う
既
成
宗
教
と
同
じ
に
な
っ
た
と

批
評
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
や
め
た
方

が
神
意
に
か
な
う
…
と
い
う
よ
う
な
結
論
に

な
り
本
尊
殿
の
建
立
は
中
止
の
形
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
私
（
谷
口
雅
春
先
生
）

が
、
潜
在
意
識
の
底
に
宇
治
本
山
の
山
頂
に

建
立
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
本
尊
を
祀

る
た
め
の
社
殿
で
は
な
く
、「
神
癒
の
社
」
で

あ
る
こ
と
を
直
感
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
第
七
次
元
の
実
相
界
に
存
在
す
る
「
神
癒

の
社
」
を
御
心
の
天
に
成
る
が
如
く
地
上
に

建
立
す
る
の
は
、
神
を
宮
の
中
に
祀
り
こ
め

て
置
く
〝
容
れ
も
の
〟
の
よ
う
な
神
殿
を
造

る
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
実
相

世
界
の
「
神
癒
の
社
」
の
延
長
を
現
象
世
界

に
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
象
世
界
の
人

間
を
実
相
世
界
の
「
神
癒
の
社
」
に
直
参
せ

し
め
る
媒
介
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
や
は
り
私
は
あ
の
宇
治
山
頂
に

「
神
癒
の
社
」
を
「
入
龍
宮
幽
斎
殿
」
と
し
て

建
て
る
こ
と
に
決
め
た
の
で
あ
る
。

　
幽
斎
と
は
形
式
を
通
し
て
神
を
礼
拝
す
る

と
こ
ろ
の
顕
斎
に
対
す
る
語
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
魂
を
鎮
め
て
神
と
一
体
と
な
る
こ
と
を

帰
す
る
神
想
観
を
厳
修
す
る
斎ゆ

に
は殿
の
こ
と
で

あ
る
。

　
入
龍
宮
と
は
？
龍
宮
と
は
〝
生
み
の
底
〟

即
ち
創
造
の
根
底
の
世
界
で
あ
り
、
実
相
世

界
で
あ
り
、
神
想
観
の
世
界
で
あ
り
、
神
想

観
に
よ
っ
て
、
本
来
無
病
無
苦
無
争
の
実
相

世
界
に
入
る
こ
と
を
〝
入
龍
宮
〟
と
い
う
の

で
あ
る
。

　
幽
斎
殿
は
最
初
の
住
吉
神
社
建
立
計
画
の

ひとの幸福をよろこぶ人には、孤立はない

宝　　蔵令和３年12月１日
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先
月
祈
願
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
息
子

は
、
無
事
に
エ
ジ
プ
ト
か
ら
帰
国
し
、
コ
ロ

ナ
に
も
罹
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
息
子
の
嫁
の

胆
の
う
除
去
手
術
も
成
功
し
ま
し
た
。
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
持
病
を
持
つ
孫
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
後
、
発
熱
と
共
に
失
神
し
、
救

急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
入
院
す
る
こ
と
な
く

帰
宅
し
ま
し
た
が
、
微
熱
と
頭
痛
に
苦
し
ん

で
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
神
癒
祈
願
を
申
し
込

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
申
し

込
ん
だ
の
が
木
曜
日
な
の
で
、
届
く
の
は
月

曜
日
に
な
る
と
、
焦
る
気
持
ち
を
抑
え
て
お

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
速
達
で
人
型
が
土

曜
日
に
届
き
、
寝
衣
に
挟
ん
で
寝
た
と
こ
ろ
、

ぐ
っ
す
り
と
眠
れ
た
よ
う
で
す
。
翌
朝
は

す
っ
き
り
し
て
、
朝
食
も
食
べ
ら
れ
た
と
聞

き
、
こ
れ
こ
そ
神
癒
の
御
心
を
頂
い
た
の
だ

と
、
思
わ
ず
合
掌
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
、
多
く
の
神
癒
を
頂
き
ま
し

た
。
夫
が
胆
の
う
炎
で
重
症
に
な
り
ま
し
た

が
完
治
し
た
り
、
四
十
代
の
友
人
の
娘
が
初

産
で
、
臨
月
で
逆
子
に
な
り
ま
し
た
が
、
人

型
を
身
に
着
け
て
診
察
を
受
け
た
ら
正
常
な

位
置
に
戻
り
、
三
日
後
に
無
事
に
出
産
し
ま

し
た
。
ま
た
、
息
子
の
嫁
の
父
親
が
頸
椎
狭

窄
症
の
手
術
で
激
痛
に
耐
え
て
い
た
時
、
人

型
が
あ
る
と
実
感
す
る
と
、
不
思
議
と
痛
み

が
消
え
、
医
師
と
の
巡
り
あ
わ
せ
も
良
く
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

神
様
の
御
心
に
適
っ
た
住
ま
い
が
見
つ
か

る
よ
う
、
祈
願
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た

と
こ
ろ
、
こ
の
度
無
事
に
素
晴
ら
し
い
新
居

に
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
。

　

遠
方
で
の
新
居
探
し
の
上
、
コ
ロ
ナ
禍
の

　

大
聖
師
谷
口
雅
春
先
生
の
強
い
お
志
を
う

け
て
昭
和
四
十
六
年
建
立
さ
れ
た
幽
斎
殿
は
、

お
よ
そ
五
十
年
た
っ
た
今
も
、
大
拝
殿
で
神

想
観
を
す
る
ひ
と
、
写
経
室
で
静
か
に
写
経

を
す
る
人
、
神
癒
祈
願
の
申
し
込
み
に
訪
れ

る
人
、
生
長
の
家
の
純
粋
宗
教
部
門
を
担
っ

て
、
四
季
折
々
の
季
節
の
巡
り
の
中
で
、
雄

大
な
八
角
形
の
神
殿
は
空
に
映
え
て
、
信
仰

深
い
信
徒
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
き
の
よ
う
に
、
信
徒
の
盛
り
上
が
る
熱
情

と
浄
財
と
の
み
に
よ
っ
て
建
造
し
た
い
。
そ

し
て
そ
れ
ら
の
人
が
昇
殿
し
て
神
想
観
を
厳

修
す
る
と
こ
ろ
の
幽ゆ

に

は

斎
殿
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
と
し
た
い
。

　

こ
う
し
て
世
界
で
た
だ
一
つ
の「
神
想
観
」

の
殿
堂
「
幽
斎
殿
」
が
、
宇
治
別
格
本
山
に

建
立
さ
れ
た
の
で
す
。

祈
　
願
　
成
　
就

Ｋ
．
Ａ   

〈
女
性
〉

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

本当に平和を望むなら、肉食をやめよう

素
晴
ら
し
い
新
居
が

　
　
　
　
見
つ
か
り
ま
し
た

Ａ
．
Ｗ   

〈
女
性
〉

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
が

　
　
　
　
　
　
消
え
ま
し
た

C
．
Ｍ   

〈
女
性
〉
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「新春書初め」　
郵送申込みのご案内

　

　「新春書初め」は新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、郵送のみの取扱
いとさせていただきます。
　
◎受付期間　令和３年 12 月 1 日
　　　　　　～同４年 1 月 31 日迄
◎奉 納 金　200 円以上
                   （大人・子ども共通）
◎現金書留、または郵便為替にてお申
　し込みください。

　書初めは１年間、写経は10年間、写
経奉安礼拝殿に奉納し、毎日讃歌、聖
経読誦が行われています。　

　詳しくは、祈願部写経課（0774-21-
2305）までお問い合わせください。

影
響
も
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
住
ま
い
が
見
つ

か
る
か
…
等
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

う
し
て
祈
願
を
申
し
込
み
、
ま
た
家
族
で

祈
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
、
た
だ
神
様

の
御
心
の
ま
ま
に
…
と
思
い
、
い
ざ
家
探
し

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
で
す
の
で
、

滞
在
期
間
も
短
く
、
で
き
れ
ば
今
回
で
見
つ

か
っ
て
欲
し
い
気
持
ち
で
し
た
が
、
な
か
な

か
良
い
住
ま
い
が
な
く
、
ま
た
出
か
け
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
…
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
帰
る
前
日
に
、
ふ
と
気
に
な
っ
て
い
た

エ
リ
ア
の
不
動
産
会
社
に
足
を
運
ん
だ
と
こ

ろ
、
条
件
に
ピ
ッ
タ
リ
の
と
こ
ろ
を
提
示
し

て
く
だ
さ
り
、
見
学
に
行
く
と
、
申
し
分
の

な
い
環
境
の
新
居
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
も

う
無
理
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
こ
う

し
て
神
様
の
御
導
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

も
、
神
癒
祈
願
の
お
か
げ
で
あ
る
と
、
家
族

皆
、
感
謝
感
謝
で
し
た
。
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ

ご
愛
念
、
御
心
使
い
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ

と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
夜
、

突
然
咳
込
ん
で
、
血
痰
と
吐
血
が
あ
り
ま
し

た
。病
院
で
検
査
を
す
る
と
、右
の
肺
に
枝
分

か
れ
し
て
い
る
器
官
が
潰
れ
て
い
て
、
右
肺

の
上
方
に
靄
が
か
か
っ
た
状
態
な
の
で
、
内

視
鏡
で
調
べ
る
か
様
子
を
見
る
か
と
言
わ
れ
、

様
子
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
息
子
夫
婦

が
神
癒
祈
願
を
申
し
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

咳
と
血
痰
が
ピ
タ
リ
と
止
ま
り
ま
し
た
。
娘

の
こ
と
で
、
ど
う
し
て
も
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
で
し
た
の
で
、
次
の
検
査
ま
で

日
が
あ
る
の
で
、
息
子
た
ち
の
協
力
も
あ
り
、

二
年
半
ぶ
り
に
音
信
不
通
だ
っ
た
娘
と
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
検
査
の
結
果
、
潰
れ
た
器
官
も
治
り
、

肺
の
靄
も
消
え
て
い
る
、
ど
こ
に
も
調
べ
る

所
が
な
い
の
で
今
日
で
終
了
で
す
、
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

当たり前の日常の中に幸福を見出そう

右
肺
が
治
り
、

　
　
　
娘
と
も
会
え
ま
し
た

Ｈ
．
Ｚ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵

11

令和３年12月１日



   

♦オンラインによる対面個人指導（無料）を行います ♦　
　　　　　    ※お申込みにより日程を調整致します。

　　　　 　　　 　時間：9：20 〜 12：00・13：00 〜 16：00
         　　 

　　 
担当講師：長田忍本部講師・清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補

　　　　　 　　
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補

　　　　　　　 
（担当講師のご希望はお受けできません）

　　　　 
条件：zoom かメッセンジャーをご自分で繋げられる方

 お申込み方法：facebook 生長の家宇治別格本山ページ、または、

　　　　　 　 

メール rensei@uji-sni.jp へ、メッセージでお名前（ふり

　　

　　　　     　

がな）・電話番号・ご希望日時をご送信ください。

　　　　　　　

担当講師等、こちらより返信いたします。

 
12 月宇治別格本山で行われる行事

  
   5 日 ( 日 )14:00 ～   繰り上げ命日供養祭（12 月 24 日〜 27 日分）
　 9 日 ( 木 )10:10 頃～  写経奉安式（1年分の写経を写経奉安礼拝殿に奉安）※無参列
  11 日 ( 土 )10:00 ～   世界規模感染症物故者追悼慰霊祭※無参列
  12 日 ( 日 )14:00 ～   繰り上げ命日供養祭（12 月 28 日〜 31 日分）
  13 日 ( 月 )10:00 ～   宝蔵神社月次祭 ( ライブ配信）※無参列
              　　  　 全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭※無参列
　16 日 ( 木）15:30 〜　 宝蔵神社先祖・流産児供養祭 ( ライブ配信）※無参列
  19 日 ( 日 )10:00 ～   末一稲荷神社月次祭・精霊招魂神社月次祭※無参列
  　　    　　14:00 ～　　 繰り上げ命日供養祭（令和 4年 1月 1日〜 5日分）

  　　　　　　　　　 

                    宝蔵神社先祖・流産児供養祭
　　　　　＝＝＝ 12 月 16 日（木）午後 3時 30 分〜ライブ配信＝＝＝
　記載いただいた霊牌は、奉納金 1柱 100 円以上を添え現金書留にてお送りいただく
と、宝蔵神社霊殿に奉安されます（13日必着）。供養祭はF 」山本格別治宇家の長生「koobeca
ページにて、ライブ配信致しますので是非ご覧ください。

練成会は令和 4年 1 月まで中止です。
再開は、ホームページ・Facebook・お電話にて
お問い合わせください。
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